
令和４年度 人権教育研究推進事業 ＜人権教育総合推進地域事業＞

萩市・旭中学校区山口県 地域名
都道府県・
指定都市名

各組織の動き・役割等

別紙様式３－１

高齢者問題、インターネットによる人権侵害等人権課題

学校・地域連携カリキュラムを基に、子どもと高齢者の交流活動を継続して行った。また、秋の文化祭では、公民
館職員が中心となり、推進協力校と連携しながら子どもと高齢者を含む地域住民が交流できるように仕組んだ。そこ
では、子どもが地域の方から学んだことを劇や定点ガイド等で発表し、地域の方から「学校と関わる機会がなかった
が子どもの声を聞くと元気が出た。」「地域の伝統を立派に引き継いでくれてよかった。」という感想を得た。

地域・関係機関
との連携の概要

保小中連携カリキュラムを基に、育ち・学びにおける共通実践項目に取り組むこととし、年間を通してＩＣＴを活
用したオンラインによる交流授業や小学校２校による週１回の１日合同学習を行った。１日合同学習では、保育園児
や中学生、中学校教員との交流も図った。こうした取組により、園児・児童・生徒が互いを理解しようとする温かな
関係の醸成とともに、校種間の滑らかな接続につながった。

校種間連携の
概要

〇 児童生徒を対象としたアンケート結果(１学期末と２学期末の比較)から次の変容が見られた。 (４段階評価の平均値)
・知識的側面「人の話を聞くときに、その人の考えや気持ちを考えることが大切である」 ３.１ → ３.２
・技能的側面「自分の考えや気持ちを、相手にわかりやすく伝えようとしている」 ２.８ → ３.３
・価値・態度的側面「地域に関わる学習や行事をとおして、ふるさと旭を大切に思う気持ちが深まった」 ３.１ → ３.３

事業成果

〇 子どもと高齢者を含む地域住民との交流を通して、ふるさとを大切にする気持ちを醸成する。
〇 学校・地域連携カリキュラムに基づいた多様な他者との関わりにより、自己肯定感や自他の人権を
大切にしようとする意識の向上を図る。

目標・人権教育
のねらい

人権教育総合推進会議
（年２回開催）

山口県教育委員会

萩市教育委員会

各学校長、保育園長、ＰＴＡ会長

旭総合事務所

旭地域人権擁護推進委員

旭地区民生委員児童委員協議会

旭地域コミュニティ協議会

実務担当者会議
(年３回開催)

〇 保小中連携カリキュラムによる校種間連携
・小学校高学年で１日合同学習を毎週木曜日に行った。
・中学校生徒会による園児・児童・生徒が交流する
活動を行った。

萩市立旭中学校 萩市立明木小学校
萩市立佐々並小学校 萩市あさひ保育園

推進協力校・園

〇 学校運営協議会における熟議
・児童生徒が参加して、地域住民から「身に付けた
い力」について助言をもらい、学校生活でその具
現化を図った。企画運営会議(定期開催)

旭総合事務所
佐 々 並 支 所
明 木 公 民 館
佐々並公民館

地域文化祭の
開催

ＩＣＴ環境の
整備
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連絡調整 呼びかけと
行事参加

学 校 ・ 地 域 連 携 カ リ キ ュ ラ ム に よ る 交 流 活 動

・育てたい子ど
もの姿の設定

・活動の評価

学校の活動をオン
ライン等で配信

子どもの発表に
対する支援

ふるさと学習で学
んだ成果を発表

子どもの活動を
公民館で視聴

PDCAサイクル
による実践


